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アメリカにおける小学校フラッグフットボール
―その現状とNFL FLAG Elementary School Curriculum について―
Flag Football for Elementary School Students in the USA
―The game’s major governing organizations and the practical 10‒class teaching plans created by NFL FLAG―
藤 木 大 三 ＊
Abstract
Since the game of flag football has been officially included in the elementary education study
guidelines standardized by the Ministry of Education in the 2011 academic year, more than 52,000
elementary schools, a quarter of the whole number of 20,800 nationwide, have introduced some form of
flag football to their students mostly 3rd‒6th graders.
The purpose of this study is; therefore, to review the current popularity of, and issues relating to,
flag football for elementary school age children in the United States, the origin of the game itself, and to
briefly research the NFL FLAG’s 10‒class study plan called, “Elementary School Curriculum.”
Results from the study are as follows :
1. There are three nationwide governing organizations for K‒8th graders in the USA, NFL FLAG,
Under the Lights Flag football, and Football ‘N’ America.
2. Unlike the two others, Football ‘N’ America has been established by one individual, named Drew
Brees, an active quarterback of NFL’s New Orleans Saints.
3. NFL FLAG uniquely creates the 10‒day teaching plans for K‒8th graders called, “Elementary
School Curriculum,” in which all skills and activities are in alignment with “National Standards &
Grade‒Level Outcomes for K‒12 Physical Education,” issued by SHAPE, Society of Health and
Physical Education.
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［⚑］はじめに
2020年施行小学校新学習指導要領では，現行の指
導要領から、特に「深い学び」の過程が実現出来て
いるか、また他者との協働や外界との相互作用を経
て、自らの考えを広げ深める「対話的な学び」の過
程が実現出来ているか、さらに自らの学習活動に立
脚しつつ「主体的な学び」の過程が、実現出来てい
るか、という授業改善に向けての⚓視点が提示され
ている1)。また、特に体育科の学習過程の評価の要
点としては、従前の「技能」が「知識・技能」に、
また「関心・意欲・態度」が「学びに向かう力・人
間性」へと、学力と体力、そして心のより総合的な
構造化を図るための指導の必要性が説かれている。
さらに、オリンピックイヤーであることも踏まえ、
オリンピック・パラリンピックの開催を手掛かりと
したわが国の今後についての理解や、フェアプレイ
を尊重するスポーツの意義そのものへの理解につい
ても明示されている2)。これらより、単に従前の技
能偏重の指導ではなく、運動や動きそのものの成り
立ちや、個々の単元で用いられる様々な種目の構
造、また個々の持つ固有の歴史的背景の探求等、運
動の出来る出来ないだけに留まらない、より多面的
な学びの提供とより柔軟な評価が期待されている。
＊ Taizo FUJIKI 教育学部教授
1)「次期学習指導要領に向けたこれからの保健体育科の方向性：新旧学習指導要領の比較をもとに」木宮敬信他、常葉
大学教育学部紀要 第38号 2017.12．p185．
2)「新しい学習指導要領の考え方」―中央教育審議会における議論から改定そして実施へ―
http://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/new‒cs/__icsFiles/afieldfile/2017/09/28/1396716_1.pdf
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そうした、誰もが簡単に取り組める「ゴール型ボー
ルゲーム」として、2011年度より学習指導要領に取
り上げられているフラッグフットボールは、2015年
度現在、全国20,800校の約25％にあたる5,200校で
の授業実績があると報告されるまでに浸透してい
る3)。しかし、その多くは、いわゆる「ゾーン型」
フラッグフットボールで、予め定めた⚑～⚓点の得
点ゾーンに攻撃側がボールを進めると、得点が加算
されて行く形式で行われており、本来のボールゲー
ムの持つ攻守の攻防までの指導は、殆ど行われてい
ない。その理由についての詳細は、本小論では特に
取り上げないものの、多岐に渡る教科カリキュラム
の中で、フットボールそのものの実践経験が乏しい
現場教師にとっては、フラッグフットボール指導に
多くの時間を割けない、と言うのが、概ね共通する
課題であるように思われる。
一方で、こうした「ゾーン型」ゲームをフラッグ
フットボールの導入型と捉えると、それを応用発展
させ、フットボール本来の攻守の攻防と、作戦遂行
の醍醐味を加味した「競技志向型（双方向型）」フ
ラッグフットボールも、確実にその裾野を広げつつ
ある注1)。
そうした、我が国の「競技志向型」フラッグフッ
トボールの多くは、NFL FLAG という、世界最高
峰のプロフットボールリーグ（National Football
League）がフットボールのグラスルーツアクティ
ビティーの一環として1998年より始めた競技ルール
に準拠している4)が、NFLFLAGにおいても単に競
技スキルに特化した技能の向上や戦術、またその集
大成としての競技大会の運営だけに留まらず、小学
校体育の現場にも応用出来そうなカリキュラムその
ものが紹介されていることは、あまり知られていな
い。そこで本小論では、まずアメリカの小学校レベ
ルでのフラッグフットボールの現状をまず整理し、
併せて NFL FLAG で紹介されている小学校体育に
おけるフラッグフットボール授業内容につき、その
指導内容骨子及び練習方法を取り上げ、考察を加え
ることを目的とした。
［⚒］研究方法：
⚑．研究方法及び用語の整理：
本小論では、主に NFL FLAG football.com が発
行している「Elementary School Curriculum」を精
読、考究しながら、内外のフラッグフットボール授
業関連資料、文献等を用いて、今後活用出来得るフ
ラッグフットボール授業カリキュラム構築の可能性
について考察する作業を行った。尚、本小論で用い
た用語として、アメリカンフットボール競技を基と
して派生したフラッグフットボール、タッチフット
ボール等ボールゲームは、全て「フットボール」と
称することとした。
⚒．研究の限界：
周知の通り、日本の小学校体育の授業時間は45分
で行われるが、本小論で考察を加えた NFL FLAG
での⚑回の授業時間は40分を基準として設定されて
いる。また、一般にアメリカの小学校体育の授業時
間は、25分～50分と学校間で差異があり、また年間
授業時数そのものも学期制やクォーター制等異なっ
ており、日本のように、全国一律⚓学期制で⚖年間
の授業時数が合計597時間と言った統一した基準が
ない。従って本小論では、⚑授業時間内での個別ド
リルのための練習時間等については特に触れず、あ
くまでも様々な練習方法の紹介とその考察を中心に
論を進めた。
［⚓］アメリカの小学校における
フラッグフットボール
⚑．フラッグフットボールの現状
〜主な活動組織について〜
①NFL FLAG：
フットボールの最高峰に君臨し、全米各地に32の
フランチャイズチームを有する NFL が、フット
ボールの普及啓蒙活動の一環として全世界で展開し
ているのが、NFL FLAG で、アメリカでは2018年
度現在小学⚓年～中学⚒年男女（⚙歳～14歳）約
450,000人が NFL FLAG を楽しんでいるとされて
3) 日本フラッグフットボール協会HPより https://www.japanflag.org/flag
注1) 例えば2018年度現在、西宮市内では⚕校（北夙川小学校、上ケ原小学校、段上西小学校、高木北小学校、春風小
学校）で NFL FLAG ルールに基づいた競技チームが活動をしている。「決勝戦は甲子園球場で！にしのみや小学生
フラッグフットボール決勝戦」2018年12月⚔日 情報サイト「西宮流」より
https://nishinomiya‒style.jp/blog/2018/12/04/19915
4) 藤木大三「初等体育におけるフラッグフットボール指導～本学教育学部におけるフラッグフットボール授業の事例
研究Ⅱ～」2014年12月 関西学院大学教育学論究 p153．
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いる。また、全てのカテゴリーでの全米大会は、毎
年 NFL チャンピオンシップであるスーパーボウル
の終了後に開催される、東西オールスターゲーム
（プロボウル）開催期間中に行われ、全米 TV ネッ
トワークでも放映されている5)。
NFL FLAG 最大の特徴は、世界最大のビジネス
フランチャイズらしく、潤沢な資金を活かしての
様々なトップレベルの大会やイベントへの招待、そ
して有名プロフットボール選手主催の啓蒙活動（サ
マーキャンプ）の豊富さであろう。例えば、毎年⚗
月末日にオハイオ州カントン（Canton, Ohio）で開
催される「Football Enshrinement Week」で、カン
トン市のダウンタウンから⚓マイル（約4.8 km）
離れた Pro Football Hall of Fame（プロフットボー
ルの殿堂）まで、約3,000人以上の子どもたちが一
列に並び、ボールをパスで繋いで行く「First Play」
というイベントが開催されている。そして、このイ
ベントを皮切りに、その年の全てのフットボール競
技がシーズンインすることが慣例となっている6)。
その他、スーパーボウル、プロボウルといった
NFL チャンピオンシップ、オールスターイベント
等での様々な催しやクリニックにも、各地の NFL
FLAG トーナメントを勝ち抜いたチーム関係者が
招待されている。さらに、毎年⚕月末～⚗月末にか
けて全米各地で約220以上の児童生徒向けフット
ボールクリニックが、現役や元 NFL 選手主催で開
催され、子どもたちの身近にフットボール環境が整
えられていることは、まさに NFL 最大の強みを活
かしたフットボール啓蒙活動と言えるだろう。
②Under the Lights Flag football（UAFlag）：
NFL FLAG についで、全米約28州とカナダ合わ
せて150都市にリーグを有し、K‒8th（小学校期～
中学⚒年）のフラッグフットボール競技組織として
拡大を続けているのが、世界⚓位のスポーツブラン
ド「Under Armour」が主催する Under the Lights
Flag football（以下、UAFlag）である7)。UAFlag
は、NFL FLAG が⚕人制であるのに対して⚖人制
ゲームルールを制定している他、また試合開催時間
も、その名称通り、通常のリーグ戦を週末の夕刻に
行うことが特徴的である。また、フラッグフット
ボールそのものがブランド力の宣伝活動の一環とし
て位置付けられているため、選手は全員 Under
Armour ブランドの用具やユニフォームの着用が義
務付けられている一方で、数々の特典を得ることが
出来るシステムを採用しており、その特典は、選手
のみならず選手の保護者にも付与されている。
Under Armour は、フラッグフットボールのみなら
ず 全 米 で 展 開 さ れ て い る「Coast to Coast
Basketball」注2) という、同じく小学校期の児童らを
対象とした⚓on⚓バスケットボールリーグのスポ
ンサーとしても知られており、アメリカでも人気上
昇中のスポーツブランドとして、フラッグフット
ボールを媒介とした巧みなマーケティング戦略の一
端を窺い知ることが出来る。
③ Football ‘N’ America（FNA）：
NFL FLAGや UAflag のようにグローバル規模の
競技スポーツ団体や企業との繋がりを基に創設され
たフラッグフットボール組織とは一線を画し、⚑個
人が始めた競技団体として全米各地に広まりつつあ
るのが、Football ‘N’ America（以下 FNA）である8)。
これは、2017年に現役 NFL プレイヤーであり、
ニューオーリンズセインツの花形クォーターバック
であるドリュー・ブリーズ（Drew Brees, QB, New
Orleans Saints）が、現存するフラッグフットボー
ルに統一したルールがないこと、そして何よりも安
全にフットボールを楽しめることを願って、自ら基
金を集めセインツの地元ルイジアナ州を拠点として
活動を開始し、現在アメリカ南部諸州を中心として
確実にその裾野を広げつつある。FNA は、基本⚖
人制で行われ、NFL FLAG や UAFlag 同様 K‒8th
の男女でチームを結成することが出来る。また、創
設者の Brees 最大の願いは、フットボールの醍醐
5) NFL FLAG Growing the game at the youth and high school levels
https://operations.nfl.com/the‒game/youth‒football/nfl‒flag/
6) Youth Football Events by NFL FLAG https://operations.nfl.com/the‒game/youth‒football/youth‒football‒events/
7) https://www.uaflag.com/page/show/1209276‒home
注2) 「Under Armour Coast to Coast Basketball」は、全米各地で行われている K‒8h grader（小学校⚑年～中学⚒年）
の⚓on⚓リーグ戦で、UAFlag 同様、Brothers in Arms という退役軍人のNPO組織が後援している。
https://www.uaball.com/home
8) “Drew Brees is starting a flag football league to ‘save the game of football” CBS Sports.com 2017.6.28
https://www.cbssports.com/nfl/news/drew‒brees‒is‒starting‒a‒flag‒football‒league‒to‒save‒the‒game‒of‒football/
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表⚑ Elementary School NFL FLAG Football Unit Block Plan
表⚒ National Standards & Grade‒Level Outcomes Addressed in this unit
味を何よりも安全に、そして楽しく体験出来ること
であり、自らのフラッグフットボール経験を通し
て、10歳、⚗歳、⚕歳（2019年現在）の⚓人の息子
たちがいずれフットボールプレイヤーへと健やかに
育って行くためには、特に児童期でのコンタクトス
ポーツ導入は時期尚早であると強調している9)。
Brees 自身、現役 NFL の花形クォーターバックで
あるだけでなく、長年子どもたちへのチャリティ活
9) Drew Brees wants to “save the game of football” with flag football
NBC Sports 2017.6.28
https://profootballtalk.nbcsports.com/2017/06/28/drew‒brees‒wants‒to‒save‒the‒game‒of‒football‒with‒flag‒football/
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Categories          Class #    1st 5th 8th
Lesson Objectives By the end of this lesson the 
students will be able to 
correctly demonstrate and 
describe the proper cues for 
carrying a football while 
moving and pulling an 
opponent’s flag off. 
By the end of this lesson the 
students will be able 
demonstrate a mature 
catching pattern by 
successfully catching at least 
of three thrown balls during 
today’s skill development 
activity; snake run and catch. 
By the end of this lesson the 
students will be able to 
diagram, describe & execute 
at least three different 
football play that utilizes a C, 
QB, RB, and WR. 
Essential Questions Why is it important to cover 
both tips of the football? 
What can I do to make it 
easier to pull off the 
opponent’s flag? 
When catching a ball, should 
I have my thumbs together or 
pinkies together? 
Why is it important for each 
player to know and execute 
their responsibility? 
Courtesy of NFL FLAG "Physical Education Curriculum."
表⚓ Lesson Objectives and Essential Questions for 1st, 5th, and 8th Classes
Contents Time   Organization and Transitions            Progressions &         Evaluation &  
Teching Cues          Modifications
Courtesy of NFL FLAG "Physical Education Curriculum"
表⚔ Main Contents of Class #1
動に貢献して来た人格者でもあることから、こうし
た発言の説得力は大きく、メディアを媒介としなが
ら、今後の FNA規模拡大は確実である、と言って
も過言ではないだろう。
⚒．NFL FLAG Elementary School Curriculum の
概要：
一方、これらアメリカにおける特に児童期のフ
ラッグフットボールの主な活動母体の中でも、
NFL FLAG は単にリーグ戦やチャンピオンシップ
の開催のみならず、小学校現場での汎用性が高い具
体的なカリキュラム案も提示している注3)。ここで
は、その資料「Elementary School Curriculum」（以
下 Flag Curriculum と略す）の概要について、論を
進めたい。
まず、Flag Curriculum での小学⚓～⚕年生（⚘
～10歳児）を対象とした10週間に渡る授業計画
（Unit Block Plan ＝⚑回の授業辺り40分で構成）を
表⚑に示した。この授業計画では、走、投、捕、跳、
蹴、そしてバランス（Running, Catching, Jumping,
注3) NFL FLAG 「Elementary School Curriculum」
FUTP‒60‒Embedded‒Tool_FLAG‒Football‒Curriculum‒Elementary‒School より抜粋。
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Contents Time    Organization and Transitions     Progressions &             Evaluation &  
Teching Cues              Modification
Courtesy of NFL FLAG "Physical Education Curriculum"
表⚕ Main Contents of Class #5
Contents         Time    Organization and Transitions      Progressions &             Evaluation &  
Teching Cues              Modification
Courtesy of NFL FLAG "Physical Education Curriculum"
表⚖ Main Contents of Class #8
Throwing, Kicking, Balancing）の⚖つの運動技能の
向上を一つの指導目標指針としている10)。一方で、
日本の小学校フラッグフットボール授業で重視され
ている戦術や作戦作り的内容は、殆ど含まれていな
い。また、運動技能の獲得のための基準として、表
⚒のような SHAPE（The Society of Health and
Physical Education）が提唱する、児童期各年代で
の基礎運動技能獲得のための標準値（National
Standards）が各活動ごとに付記されており11)、全
授業を通して、以下の⚕項目達成に重点を置いてい
る12)。以上の事より、この Curriculum 自体が主に
基礎運動技能の獲得を主眼とした指導計画であると
言えるだろう。
・Develop & refine motor skills & movement
patterns as they relate to flag football ;
・Understand & apply concepts and strategies that
will enhance student success in flag football ;
・Achieve & maintain a health‒enhancing level of
physical fitness ;
・Exhibit responsible personal & social behavior ;
・Recognize the value of physical activity for health,
enjoyment, challenge & social interaction
10) NFL FLAG「Elementary School Curriculum」
FUTP‒60‒Embedded‒Tool_FLAG‒Football‒Curriculum‒Elementary‒School
NFL FLAG.com P. 3
11) Ibid. p. 4
12) Ibid. p. 2
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図⚑ Lesson 1-1 Snake Run
Courtesy of NFL FLAG “Physical Education Curriculum”
図⚒ Lesson 1-2 Team Touchdown
Courtesy of NFL FLAG “Physical Education Curriculum”
図⚓ Lesson 5-1 Snake, Run, Catch
Courtesy of NFL FLAG “Physical Education Curriculum”
図⚔ Lesson 5-2 Rain Makers
Courtesy of NFL FLAG “Physical Education Curriculum”
次に、個々の授業計画を見てみると、各授業ごと
に Grade Level、National Standards & Grade‒level
Outcomes、Lesson Objective(s)、Lesson Length、
Equipment Needed、Essential Question (related to
objective)、Safety Standard の⚗項目を含んだ構成
となっている13)。特に、Essential Question、すな
わち各授業に関係する児童への言葉がけや質疑とい
う項目が含まれていることは、指導経験や技能レベ
ルの異なる現場教員の支援ツールとして、具体的か
つ有益な指導ツールとなり得るものと考えられる。
また、全ての授業は、以下の⚔項目（時間）で構成
されている。
・Instant Activity（⚕～10分）：
・Skill up Development Activity（10～15分）：
・Lead Up Game or Group Activity（10～15分）：
・Clousure（⚕～10分）：
特に本章では、⚑，⚕，⚘回目の授業内容
（Runningwith the Football、Running and Catching、
Running, Catching & Throwing）に着目し、各授業
の Lesson Objectives（授 業 目 的）と Essential
Questions（児童への言葉がけ）、さらに授業骨子
（Skill Up Development Activity と Lead Up Game
部分）、これら⚔事項を中心に考察を加えたい。表
⚓は、⚑，⚕，⚘回目授業の Lesson Objectives と
Essential Questions についてまとめたものである。
ま た 表 ⚔ ～ 表 ⚖ に は、各 授 業 で の Skill
Development Activity と、Lead Up Game（もしく
は Group Activity）について、時間（Time）、活動
内容（Organizations & Transitions）、指導のポイ
ント（Progressions &Teaching Cues）、評価の観点
（Evaluation & Modifications）を踏まえて一覧にし
た。また、図⚑～⚔に、それぞれの具体的な練習方
法（Skill Development Activities and Lead Up
Games or Group Activities）を図示した。
これらより、ボールの投補動作や技能にも時間が
割かれていることと、また実践練習は最初から⚔つ
の攻撃側ポジション（C、QB、WR、RB）をローテー
ションさせつつ、基本的なレシーバーのルートをま
ず習得させた上で、各グループで作戦カードに⚔つ
のオリジナルプレーを作らせ、各ポジションをロー
テーションしながら反復練習する内容となっている
点が特徴的である。つまり、日本のフラッグフット
ボールではハンドオフを中心としたランニングプ
レー中心の授業展開が主であるのに対して、NFL
FLAG の場合は、パスやキャッチといった基礎個
人技能やレシーバーのパスルート習得を含めた主に
パッシングプレー中心の授業内容となっている。し
たがって、ボールの握り方や正しいリリースの方法
等スローイング動作練習や、楕円級の正しいキャッ
チング方法に関する練習等、指導する側もある程度
以上のスキルが必要なより実践的な内容が多い。こ
の理由の一つとして、日本と比べてやはり日常生活
からあらゆるレベルのフットボールを目にする機会
が格段に多いアメリカであるが故に、実際にボール
を投げたりキャッチしたり、という実践経験がある
教師が多いことと、仮に未経験であっても、その動
作そのものがおおよそどういうものかという実例を
イメージしやすい環境が整っているものと考えられ
る。その点に関しては、我が国ではフットボールそ
のものを見る機会が一部の地域やメディアに限られ
ているだけでなく、現場の教師が、パスやキャッチ
問わず基本的な楕円級の操作に対する予備知識や実
践経験が乏しいため、必然的にハンドオフやランプ
レー中心の授業構成になることは否めないものと考
えられる。
［⚔］今後の課題（まとめに代えて）：
本小論では、2011年度より小学校体育の正課とし
て取り上げられているフラッグフットボールに着目
し、その起源であるアメリカの小学校レベルでのフ
ラッグフットボールの現状をまず振り返り、併せて
NFL FLAG の提唱する小学校体育での授業カリ
キ ュ ラ ム（NFL FLAG Elementary School
Curriculum）の内容について考察する作業を行っ
た。その結果、以下のことが明らかになった。
1) アメリカの小学校レベルのフラッグフットボー
ルでは、NFL FLAG, Under the Lights Flag
Football、Football ‘N’ America の⚓組織が、そ
れぞれ各地方リーグや全国大会を主催してい
13) NFL FLAG「Elementary School Curriculum」
FUTP‒60‒Embedded‒Tool_FLAG‒Football‒Curriculum‒Elementary‒School
NFL FLAG.com P. 6-37.
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る。
2) そのうち、Football ‘N’ America のみ、⚑個人
（Drew Brees、QB, NFL New Orleans Saints）
が創設し、南部諸州を中心に拡大傾向にある。
3) NFL FLAG Elementary School Curriculum で
は、SHAPE（Society of Health and Physical
Education）が提唱する児童期各年代での基礎
運 動 技 能 獲 得 の た め の 標 準 値（National
Standards）を基準とした、指導内容で構成さ
れている。
4) 10回の授業では、走、投、捕、跳、蹴、そして
バ ラ ン ス（Running、Catching、Jumping、
Throwing、Kicking、Balancing）の⚖つの運
動技能の向上を指導指針としており、このうち
投補動作の指導や習得を重要視していることが
一つの特徴である。
我が国でのフラッグフットボールは、小学校体育
での普及の影響もあり、今や社会的にも認知された
感が強いが、その多くは、いわゆる「ゾーン型ゲー
ム」と呼ばれる、⚓対⚒もしくは⚔対⚓の攻撃側優
位な状態で展開される変則的な内容留まりとなって
いるのが殆どで、フォーメーションを駆使しなが
ら、パスやラン攻撃を織り交ぜ得点を競い合うフッ
トボール本来の醍醐味までは、各現場の限られた授
業時数等も相まって、児童たちに指導し切れてない
のが現状であろう。
翻って、母体競技スポーツであるフットボールそ
のものも、NFL で恒常的に続く脳震盪問題14)を含
め、その危険性への認知が年々高まり、本場アメリ
カでもその競技人口そのものは減少傾向にある15)。
一方で、⚓×⚓バスケットボールや⚗人制ラグ
ビーを例に挙げるまでもなく、母体競技を元に派生
したボールゲームの普及は年々増加の一途を辿って
いることを考えると、現在わずか競技人口⚒万人弱
と言われる我が国のフットボールを今後支えていく
可能性が高いのは、いわゆるコンタクトスポーツと
してのフットボールではなく、派生競技であるフ
ラッグフットボールと言っても過言ではないではな
いだろうか。
この観点に立てば、現役 NFL フットボールプレ
イヤーであり、⚓児の父である Drew Brees
（Football ‘N’ America 創設者）の以下のコメント16)
は今後のフラッグフットボールの普及と発展のため
にも、非常に示唆に富んでいると言えよう。
“I think that flag football is the perfect alternative
to the parents who have concerns about concussions
and the injuries around football. Because you’re still
able to enjoy the game of football, but in a very fun,
safe and yet competitive environment. And you can
still learn all the same life lessons and values from a
game of flag as you would tackle.”
今後は、現状では十分認知された感があるにも関
わらず、依然「ゾーン型ゲーム」が主流となってい
る小学校授業内でのフラッグフットボールを、より
競技志向が強く、また真の意味でのフットボールの
醍醐味が味わえる「競技志向型（双方向型）ゲーム」
の 普 及 や 指 導 方 法 に つ い て、NFL FLAG
Elementary School Curriculumを基により継続的な
研究に努めたい。
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